
 

開催記録 
 

名 称 平成23年度西東京市行政評価制度説明会 

 

開 催 日 時 平成23年８月８日（月）午後２時00分～午後３時35分 

 

開 催 場 所 防災センター６階 講座室Ⅱ 

 

出 席 者 ４名 

 

議 題 
1 行政評価制度の概要について 
2 平成23年度行政評価中間結果について 

 

資料の名称 
資料1 西東京市の行政評価制度 

資料2 評価項目の見方 

資料3 平成23年度行政評価中間結果（評価集計） 

資料4 行政評価シート(事後評価)［サンプル］ 

資料5 検証基準 
 

内容 

１ 開会 

２ 課長挨拶 

３ 行政評価制度の概要について説明 

４ 平成23年度行政評価中間結果について説明 

５ 質疑等 

（質問） 

資料1の1ページにＰＤＣＡサイクルの記載があるが、この考え方によれば、事前評価

はなじまないのではないか。 

（回答） 

ＰＬＡＮを計画、ＤＯを予算化と考えればよいと考えています。たとえば、計画策定

時点から数年後に事業実施を予定している事業に対し、その間に状況の変化が生じてい

ないとも限らないため、実施直前に本当に着手してよいかを検討することも必要だと考

えています。 

 

（質問） 

資料1の3ページの「人口減少時代の到来」とあるが、社会全体では人口減少でも西東

京市は人口増加傾向にある。どちらのことをさしているのか。また、人口増加により、

当然税収増がある。財源不足との記載があるが、その整合性は。 

（回答） 

確かに本市の人口は増加傾向ですが、高齢層が増加し、勤労者層は減少しています。

人口増加により市民税の税収は伸びていますが、一方で行政コストの増大も招いていま



す。また、法人税の税収は減少しているため、合併時に想定できなかった財源不足に陥

っていると考えています。 

 

（意見） 

「バブル経済の崩壊」を記載するのであれば、その後の小泉政権の三位一体改革などの

記載も必要では。 

（回答） 

ご意見として、伺います。 

 

（質問） 

実施を前提とされている総合計画掲載の84事業を対象とするのは疑問である。むし

ろ、計画に掲載されていない事業について実施した方がよいのではないか。また、前回

は3ヵ年で450事業を実施したのに比べ、今回の84事業は少ないのではないか。 

（回答） 

今回の84事業がすべて計画事業というのではなく、計画外の事業も含まれています。

また、前回450事業を実施し、一定程度の改善が図られています。事務事業評価自体の

費用対効果を考えれば、現在の件数は適切と考えます。 

 

（意見） 

資料について、先程指摘した三位一体改革などについて、記載不足については改める

べきと意見する。 

（回答） 

ご意見として、伺います。 

 

（意見） 

資料3の№16について関連のある者だが、この二次評価では具体的に何をどうすれば

いいのかがわからないのでパブリックコメントができない。 

（回答） 

評価シートには、事業費データや他市比較、他の類似事業、一次評価等についての記

載等もあるが、全体を通して分かりやすい内容となるよう心がけていきます。 

 

（意見） 

役所の庁内文書ではなく、市民が読む文書なので、もう少し配慮がほしいことを要望

する。 

（回答） 

ご意見として、伺います。 

 

（質問） 

ＰＤＣＡのＣを行うにはデータが必要だ。例えば資料3の№5の防災無線などは実際に

現地で放送を確認したり、№74の交差点改良などは警察から事故の件数のデータをもら

ったりしているのか。 

（回答） 

事業の内容にもよると思うが、実際に確認しているものもあれば、一定のデータをも



とに考察、分析をしたというものもあります。 

 

（意見） 

防災無線は30年以上改善されていない。現地で確認を積極的に行うこと要望する。 

（回答） 

ご意見として、伺います。 

 

（質問） 

資料3の№28、29は改善・見直しとあるが、拡大の方向か、縮小の方向か。 

（回答） 

二次評価のコメントを読む限り、縮小方向での見直しと理解しています。なお、№

28、29は相互に関連しており、両者をあわせて、全体として改善・見直しを検討すべき

ものと理解しています。 

 

（質問） 

同様に№32については、学童クラブだけでなく保育園も足りないのではないか。ま

た、西東京市には保育園の待機児童がかなりいると聞いているので、将来的に学童クラ

ブがさらに足りなくなると思うがその見通しは。要因をスポット的なものだと決め付け

るのは無理があるのではないか。 

（回答） 

ご意見に対し一定の理解はできますが、現在の要望が多いとはいえ、それが今後も長

期的に続くのかを見通した上で、恒常的に使う施設を作るかどうかを検討すべき問題で

あり、そういう意味では、現時点ではスポット的な問題と捉えています。 

 

（質問） 

今回の説明会の参加者が４人だが、どうのように開催を周知したのか。 

（回答） 

市報、市のホームページで周知を行っておりますが、近年、参加者が少なくなってい

ることは事実で、課題として捉えています。 

 

（意見） 

8月1日付市報では掲載が遅い。もっと早目に知らせてほしい。 

（回答） 

貴重なご意見として伺います。 

 

 

以上  

 

 

 


